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文化創造グループ
１　大阪の文化施策の総合的な推進及び第５次大阪府文化振興計画の策定

より心豊かで潤いのある府民生活を実現し、個性豊かで活力ある地域社会の発展に寄与することを目的とした「大阪府文化振興条例」の理念を具体化するため、「第４次大阪府文化振興計画」に基づき、芸術文化の専門家等からなるアーツカウンシルの意見も踏まえながら、大阪の文化施策を総合的に推進した。
また、これまでの計画における理念や方向性を継承しつつ、文化芸術を取り巻く状況の変化などを踏まえ、令和３年度から令和７年度を計画期間とする「第５次大阪府文化振興計画」を策定した。
　　　　　　　　　　　　　（根拠法令等　大阪府文化振興条例）

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	11,593千円
	11,888千円
	11,918千円

	決　算　額
	10,203千円
	9,374千円
	9,309千円


２　大阪府文化振興基金の運営[創設年月日 昭和60年４月１日(大阪府基金条例)]
大阪の文化振興の気運を盛り上げ、魅力あふれる大阪を創造する多彩な文化活動が活発に行われる環境を整えるため、文化振興基金の造成に努めた。
基金の造成・運用状況
	区　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	積立額
	6,927千円
	6,413千円
	7,628千円

	基金運用収入
	12千円
	11千円
	9千円

	取崩し額
	20,085千円
	14,369千円
	9,322千円

	基金総額
	34,378千円
	26,434千円
	24,749千円


３　文化事業奨励の実施～芸術文化振興補助金～

芸術文化団体が自主的に行う文化を通じた次世代育成を主たる目的とする公演等に対し、補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	10,036千円
	10,037千円
	10,037千円

	決　算　額
	9,922千円
	9,696千円
	7,373千円


【令和２年度実績】公益財団法人日本センチュリー交響楽団　他13事業

４　輝け！子どもパフォーマー事業補助金

子どもたちが自ら参加し発表する文化活動（パフォーマンス）を実施する団体等に対し補助金を交付し、芸術文化の普及振興に努めた。

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	4,800千円
	4,800千円
	4,800千円

	決　算　額
	4,580千円
	4,607千円
	3,562千円


【令和２年度実績】楽笑音楽広場　他14事業
５　大阪府立江之子島文化芸術創造センター
文化芸術の創造及び振興を図り、もって大阪の都市の魅力の向上に資することを目的に、平成24年4月に開館した。

	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	72,899千円
	65,540千円
	68,252千円

	決　算　額
	72,737千円
	65,176千円
	67,964千円

	管理運営委託料
	61,771千円
	62,343千円
	(※3)66,878千円

	プラットフォーム

形成支援事業
	10,088千円
	　　　　 ―
	　　　　 ―

	来館者数
	（※1）100,082人
	131,829人
	（※2）59,534人


 （※1）センサーの設置不具合による補正実施後の推計値
（※2）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年４月８日～６月１日まで休館
（※3）指定管理者に、新型コロナウイルス感染症の影響によるキャンセル料不徴収分及び施設を
維持するための最低限の経費等に対し補填を行った。
(1)　施設の概要
所在地

大阪市西区江之子島２丁目１番34号
延床面積
2,943.57㎡
開館時間　
10:00～21:00
休館日

月曜日、12月29日から翌年の１月３日まで
主な施設
展示室（４室）、セミナールーム（４室）、アトリエ（３室）、

音響ルーム（１室）、収蔵庫、ライブラリー、カフェ等
(2)　管理運営方法
指定管理者　長谷工コミュニティ・E-DESIGNプラットフォームグループ

(共同事業体）

契約期間　　平成29年４月～令和４年３月
委託料　　　316,928千円（平成29年度63,021千円、平成30年度61,771千円、
令和元年度62,343千円、令和２年度66,878千円、
　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度62,915千円）
(3)　主な事業
①　現代美術の振興（所蔵美術作品の活用）
府が所蔵している「大阪府現代美術コレクション」（約7,900点）の展示、府関係機関や公共的施設等への貸出し及び府内の学校で対話型鑑賞（美術作品の展示と作品を活用した体験学習）を行った。
②　交流・活動場所の提供
現代美術センターが担っていた貸展示室の機能や、施設内のカフェやアトリエ等の施設を有効に活用しながら、創造的な活動が行われるよう施設を運営した。
③　協働・活動機会の創出
クリエイターやアーティスト、府民、ＮＰＯ、大学、専門家、企業、行政等多様な個人や組織が対等な立場で交流・対話を行うため、セミナー、ワークショップ等を実施した。

６　大阪文化芸術フェス

文化を核として大阪の都市魅力を創造し、発信していく事業として「大阪文化芸術フェス2020」を開催した。府内のホール等で、大阪が誇る上方伝統芸能をはじめ、優れた音楽、アート等のプログラムを実施し、多彩で豊かな文化の魅力を広く国内外に発信した。

実施主体である「大阪文化芸術フェス実行委員会」（府、市、大阪商工会議所、大阪観光局、関西観光本部で構成）に負担金を支出した。
	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	130,956千円
	193,451千円
	187,401千円

	決　算　額
	130,890千円
	192,453千円
	184,488千円


７　【新規】大阪文化芸術創出事業

新型コロナウイルス感染症と共存しながら、文化芸術活動の回復に取り組むため、「大阪文化芸術創出事業」を実施した。府内のホール等で大阪ゆかりのアーティスト・演芸人や劇団・楽団等に公演・活動の場を創出するとともに、万博記念公園お祭り広場に特設ステージを設置し、屋外での公演の場を提供した。
実施主体である「大阪文化芸術フェス実行委員会」（府、市、大阪商工会議所、大阪観光局、関西観光本部で構成）に負担金を支出した。

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	―
	―
	160,000千円

	決　算　額
	―
	―
	158,153千円


文化振興グループ
１　大阪府立上方演芸資料館
大阪府立上方演芸資料館（通称：ワッハ上方）は、平成８年11月、上方演芸の保存及び振興を図るとともに、府民に上方演芸に親しむ場を提供することにより、大阪文化の発展に資するという目的で、全国初の演芸に関する資料館として設置した。
平成27年４月からは、資料を整理・活用し、その魅力を十分に引き出せるよう、府直営での運営を開始した。
府民はもとより、国内外の観光客にも上方演芸の歴史と魅力をこれまで以上に広く発信し、伝えていくため、平成30年度に施設改修し、収蔵資料を活用した展示やワークショップの開催をつうじて上方演芸を体験できる資料館として、平成31年４月リニューアルオープンした。
【管理運営方法】
・平成８年11月～ 14年３月  （財）大阪府文化振興財団（管理運営委託）
・平成14年４月～ 18年３月　 府直営
・平成18年４月～ 22年12月　 指定管理者（ニューウェーブ日東大阪）
・平成23年１月～ 23年３月   休館（府が直接管理）
・平成23年４月～ 27年３月　 指定管理者（吉本興業グループ）
・平成27年４月～　　　　　　府直営
・平成30年12月～　　　　　  改修工事のため休館
・平成31年４月24日　　　  　リニューアルオープン

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	ビル賃借料
	18,293千円
	18,462千円
	18,632千円

	予　算　額
	90,706千円
	73,804千円
	52,894千円

	決　算　額
	83,917千円
	58,384千円
	45,973千円

	演芸ライブラリー
入館者数
	7,567人
	（※） 34,541人
	（※）12,166人


（※）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和２年２月29日～５月18日まで休館
(1)　施設の概要
・所在地　　　大阪市中央区難波千日前12－７　ＹＥＳ・ＮＡＭＢＡビル
・延床面積　　609.943㎡（共用部分含む）
・主な施設　　（７階）常設展示エリア約100㎡、企画展示約260㎡
根拠法令等　大阪府立上方演芸資料館条例
(2)　主な事業
①　資料整理事業
資料活用事業の効果的な運営を図るため、大阪府立上方演芸資料館運営懇話会を設置し、所蔵する約７万点の資料を整理
令和２年度運営懇話会　開催回数：１回

②　展示事業
　上方演芸の歴史などをテーマに展示を実施

ア　常設展示
➤演芸の歴史を語るうえで重要となる大阪弁を「ピックアップワード」として解説し、関連する資料を合わせて展示
〔開催期間〕通年

　　　　イ　企画展示
➤テーマ「芸人さんは多才だ！」
〔開催期間〕令和２年１月22日から令和３年３月28日
ウ　特別展示
　　　➤殿堂入り名人の足跡を紹介する展示「生誕100周年 追悼ミヤコ蝶々展」
を実施
　　　　　　　　[開催期間]令和２年10月６日から令和２年12月６日

エ　館外展示
➤「生誕100周年 追悼ミヤコ蝶々展」に関連した収蔵資料を展示
〔開催場所〕箕面市立郷土資料館
〔開催期間〕令和２年11月13日から令和２年11月25日
③　体験事業
ア　演芸人を講師に上方演芸の魅力が学べるワークショップを開催
〔開催回数〕16回　〔参加者数〕325人
イ　上方演芸の保存・振興を図ることを目的として、在阪プロダクション等４者と　の事業連携によるコラボイベントを開催

〔開催回数〕４回　〔参加者数〕59人
④　収蔵資料数　累計70,119点（令和２年度末現在）
２　芸術文化顕彰事業の実施
(1)　山片蟠桃賞顕彰事業
近世大阪の生んだ世界的町人学者である山片蟠桃の存在をあらためて想起し、あわせて大阪の国際都市としての役割と文化・学術の国際性を高めるため、その名にちなみ、日本文化の国際通用性を高めた優秀な著作とその著者の顕彰を３年毎に実施している。令和２年度は、第26回受賞者の講演録を作成。
	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	1,213千円　
	1,247千円　
	384千円　

	決　算　額
	986千円　
	956千円　
	250千円　


(2)　大阪文化賞及び大阪文化祭賞
	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	1,805千円
	1,805千円
	1,805千円

	決　算　額
	1,705千円
	862千円
	586千円


①　大阪文化賞
大阪の芸術文化に貢献のあった方に対し、その業績を称えることを目的に、大阪文化賞を贈呈した。　
ア　受賞者
公益財団法人山本能楽堂（能楽・文化振興）
イ　贈呈式

と　き：令和３年３月26日（金）13時
ところ：シティプラザ大阪
②　大阪文化祭賞
芸術文化活動の奨励及び普及を図るなど、文化振興の機運を醸成することを目的として、年間を通じて大阪府内で行われる全ての公演を対象とし、全公演の中から優れた成果をあげたものに対して賞を贈呈。
ア　受賞者
(ｱ)　大阪文化祭賞
＜第１部門＞　・竹本錣太夫／「初春文楽公演『傾城反魂香』【土佐将監閑居の段】」の成果

＜第２部門＞　・工藤俊作／「プロジェクトKUTO-10」の制作活動

＜第３部門＞　・堺シティオペラ／「第34回定期公演『アイーダ』」の舞台成果

(ｲ)　大阪文化祭奨励賞     
＜第１部門＞　・豊竹希太夫／「錦秋文楽公演『本朝廿四孝』【景勝上使の段】」の成果

＜第２部門＞　・沢村さくら／「沢村さくら二十周年記念曲師の会｣の成果
・橋本匡市／オンライン配信を活用した演劇公演の企画上演

＜第３部門＞　・環バレエ団／｢オータム・バレエ・コンサート｣の成果

・會田瑞樹／「ヴィブラフォンソロリサイタル in OSAKA」の成果
イ　贈呈式

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止 

３　大阪文化再発見事業
大阪に住み、働き、学んでいる人々が、大阪人の礎となる「大阪文化」の豊かさを再認識し、大阪文化への自信と自らの誇りを取り戻すため、大学、市町村及びＮＰＯ等と連携し、「大阪文化」に関する情報を様々な手法を使って発信した。
(1)　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク（おおさかふみんネット）事業

大阪府と府内市町村が実施する生涯学習連携事業（広域講座）を通して、より広い地域、幅広い層の府民が大阪文化に関心を持つことができるよう、府内において対面講座、オンライン講座あわせて６講座（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため４講座中止）を実施し、対面講座は延べ273人の参加があり、オンライン講座は3,065回（5/28時点）の視聴回数であった。そのうち、大阪府と大阪市は「知らなかった！大阪の粉もん文化」として、「食の都・大阪」にまつわる文化・歴史を伝える講座を計画した。

①　事業名：おおさかふみんネット府市ブロック講座「知らなかった！大阪の粉もん文化」
ア「粉もん食の都の麺益力」／熊谷真菜

と　き：令和2年12月4日（金）19:00～20:30

　　　　（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため講座中止）

ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター
イ「道頓堀の食文化と歴史」／今井徹

と　き：令和2年12月11日（金）19:00～20:30
　　　　（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため講座中止）

ところ：大阪市立阿倍野市民学習センター

②　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク会議事務局の運営
府と府内市町村とのネットワークを構築し、広域的な学習機会の提供等の事業を行い、府内における生涯学習の総合的な推進を図った。
(2)　阪神奈大学・研究機関生涯学習ネット（ＨＳＮネット）事務局の運営
府及び大阪、兵庫の大学・研究機関で構成する22団体でネットワークを組み、府県を超えた良質で高度な生涯学習機会の提供を目的として「公開講座フェスタ2020」を実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止となった。

また、年間を通じて、府と各大学・研究機関との共催講座を４講座実施し、246人の参加があった。
４　府庁本館活用事業（ひょうたんから独楽劇場）
文化芸術団体の自主的な事業を促進することを目的に、歴史的・文化的価値の高い府庁本庁舎の本館正面玄関及び正庁の間を、芸術文化活動の発表の場として提供するもの。
事業実施にあたっては、出演団体を公募して書類審査により決定する公募枠と、府内で行われているコンクール等で優秀な成績を収めた者（団体）について調整のうえ決定する推薦枠を設けている。令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から実施せず。
５　フェスパ次世代シアター事業
文化を通じた次世代育成を図ることを目的に、大阪府咲洲庁舎のフェスパを、子どもたちが様々な文化・芸術に親しみ、豊かな感性や創造性を育み、自己表現力を高める文化活動の場として提供する事業。令和元年度からは、咲洲庁舎の耐震工事事業（約３年間を予定）に伴い、本事業も休止。
６　生涯学習施策の促進
平成23年度に設置した大阪府生涯学習推進課長会議の構成員とともに「令和２年度生涯学習関連事業一覧」を作成し、市町村の生涯学習施策リンク集とあわせて府民向けホームページに掲載した。
７　一般財団法人地域創造に対する分担金
地域における創造的で文化的な表現活動のための環境づくりに関する事業を推進している一般財団法人地域創造に対して分担金を支出した。
	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	28,029千円
	27,701千円
	28,142千円

	決　算　額
	28,029千円
	27,701千円
	28,142千円


８　文化芸術活動支援事業【令和２年度のみ】
新型コロナウイルス感染症対策のため、緊急事態宣言期間中に営業を休止していた府内の劇場やライブハウス等の施設に対して、文化発信拠点としての社会的役割を持続できるように、無観客ライブ配信事業立ち上げにかかる費用を補助したもの。
本事業を通じて、199の施設によって音楽、演劇、上方演芸、伝統芸能など様々なジャンルの動画が543本制作され、音楽アーティストや落語家・芸人・浪曲師など約2000人の演芸家等に出演の場を創出した。また、より多くの人が文化芸術に触れられる機会を提供するために、制作された動画を文化課のホームページで配信した。
	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	―
	―
	140,114千円

	決　算　額
	―
	―
	139,099千円


スポーツ振興グループ
１　なみはやスポーツ振興基金の運営【創設年月日:平成6年4月1日(大阪府基金条例）】
　スポーツ振興に要する経費に充てるため創設した、なみはやスポーツ振興基金を活用し、大阪マラソンの開催、スポーツボランティア養成及び派遣事業、府民スポーツ・レクリエーション事業を実施した。
基金の造成・運用状況
	区分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	積立額
	29,637千円
	33,506千円
	3,560千円

	基金運用収入
	30千円
	20千円
	8千円

	取崩し額
	94,205千円
	72,044千円
	3,106千円

	基金総額
	54,675千円
	16,158千円
	16,620千円


※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で一部事業が中止となった。
２　生涯スポーツ振興事業の実施
  (1)　関西マスターズスポーツフェスティバル

ワールドマスターズゲームズ2021関西の開催に向け、生涯スポーツのすそ野を広げるため、関西広域連合13府県市の既存大会を「関西マスターズスポーツフェスティバル」と位置づけ、それぞれの大会に「関西マスターズスポーツフェスティバル」の表彰状を交付し、「ワールドマスターズゲームズ2021関西」の周知を図るとともに、生涯スポーツの機運を醸成した。

	区　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	56千円
	67千円
	69千円

	決　算　額
	56千円
	67千円
	69千円


(2)　プロスポーツチームとの連携事業

スポーツを観光・都市魅力コンテンツに位置づけ、都市魅力の発信、観光振興を図ることを目的に、大阪にゆかりが深く全国で活躍するプロスポーツチームと連携した取組みを実施した。
	年　度
	実　　　　　　　　　績

	平成
30年度
	○各球団が開催するホームゲームのスタジアムにおいて、知事が始球式行うとともに、おもてなしブースやビジョンを活用し、府の施策のＰＲ等を実施

　・オリックス・バファローズ　⇒　8月1日

　・阪神タイガース　⇒　8月14日

　・セレッソ大阪　⇒　9月14日

・ガンバ大阪　⇒　10月20日
・FC大阪　⇒　11月17日

○大人の野球体験イベント（オリックス・バファローズ） ⇒　8月25日、8月26日

○大阪エヴェッサのオープン戦において、エスコートキッズを実施　⇒　9月8日
○日本生命レッドエルフの公式戦において、オープニングとハーフタイムにダンスショーを実施　⇒　12月22日

	令和
元年度
	○大人の野球体験イベント（オリックス・バファローズ） ⇒　5月25日、6月2日
○子ども食堂を利用する小学生と野球選手とのふれあい会を実施
（オリックス・バファローズ）　⇒　8月7日

○ワールドマスターズゲームズ2021関西機運醸成イベント（大阪エヴェッサ等関西地域のプロバスケットボールチーム）　⇒　8月10日

○日本生命レッドエルフの公式戦において、オープニングダンスショーを実施
　⇒　2月15日

○各球団・チームが開催するホームゲームのスタジアム等において、体力測定会やスポーツ体験会を実施するとともに、おもてなしブースやビジョン等を活用し、府の施策のPR等を実施
　・阪神タイガース　⇒　8月11日
　・セレッソ大阪　⇒　10月6日
　・ガンバ大阪　⇒　10月19日
　・大阪エヴェッサ　⇒　12月21日

○その他、堺ブレイザーズ、FC大阪、NTTドコモレッドハリケーンズと連携した取組みを実施

	令和
２年度
	○各球団・チームが開催するホームゲームのスタジアム等において、知事メッセージ動画の配信を実施
　・オリックス・バファローズ　⇒6月17日
　・ガンバ大阪　　　　　　　　⇒7月4日
○支援学校16校にバスケットボールを寄贈（大阪エヴェッサ）⇒6月18日
○もずやんが選手と一緒にLiners体操にチャレンジした動画配信
（近鉄ライナーズ）⇒　9月2日
〇試合観戦招待の実施（大阪エヴェッサ）⇒　12月1日

○大阪スポーツ元気プロジェクト事業において、全15チームと協力し、試合観戦の実施やポスター・動画・パンフレット・缶バッジの作成・配付、トレーニング動画の配信を実施


(3)　大阪府スポーツ情報ネットワークシステム推進事業

「大阪府スポーツ情報ネットワークシステム（なみはやスポーツネット）」の管理運営を行った。

	区　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	2,358千円
	2,401千円
	2,401千円

	決　算　額
	2,358千円
	2,401千円
	2,401千円


アクセス数
	区　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	アクセス数
	331,284件
	376,819件
	406,219件


(4)　スポーツ啓発事業

	区　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	    1,311千円
	    1,284千円
	    1,290千円

	決　算　額
	1,014千円
	1,146千円
	874千円


①　後援名義使用承認並びに知事賞の交付

　  　本府の生涯スポーツの振興施策の一環として、各種スポーツ団体の主催する大会のうち、生涯スポーツ社会づくりの推進にふさわしいものに対して、後援や知事賞の交付を行った。
後援名義等実績数
	区　　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	後援名義使用承認
	284件
	242件
	129件

	知事賞賞状交付
	398点
	323点
	191点


※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、大会中止となったものも含む。
②　知事賞詞（感動大阪大賞・感動大阪賞）

スポーツを通じて府民に深い感動を与えた者に対して、「賞詞」を贈呈した。

	年　度
	実　　　　　　　　　績

	平成
30年度
	該当者なし

	令和

元年度
	【2018年全米オープンテニス・2019年全豪オープンテニス女子シングルス優勝】
　　大坂 なおみ選手
【ラグビーワールドカップ2019日本大会決勝トーナメント進出】
トンプソン ルーク選手、堀江 翔太選手、山中 亮平選手、
ヴィンピー・ファンデルヴァルト選手、茂野 海人選手

	令和

２年度
	該当者なし


③　トップアスリート小学校ふれあい事業

府内の小学校の授業中又は放課後に、トップ選手・指導者等を派遣し、児童との対話や技術紹介等の直接的なふれあいにより、小学生がスポーツの素晴らしさや感動を共有できること、また夢や希望を与え、運動・スポーツに親しむ態度や習慣を身につけてもらうことを目的に実施。
	
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	実施校(人数)
	137校（11,685名）
	90校（6,715名）
	45校（3,085名）

	応募校数
	801校（延べ）
	521校（延べ）
	160校（延べ）

	協力チーム
	13チーム
	13チーム
	7チーム


※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で一部実施が中止となった。
(5)　人材養成及び派遣事業

生涯スポーツ社会づくりを推進していくため、一般ボランティアや各種協議団体等に所属する指導者を中心にスポーツボランティア組織を編成し、研修会を開催するなど、その資質の向上に努めるとともに、各種のスポーツ関連事業へ派遣した。
	区　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	645千円
	653千円
	653千円

	決　算　額
	199千円
	298千円
	458千円


・　ボランティア登録者数　154名（令和3年3月末現在）

・　総会（書面開催）　　　 5月25日（月）　

※ボランティア研修については、新型コロナウイルス感染症の影響で中止。
・　スポーツボランティアの派遣実績
	区分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	派遣者数
	729人（延べ）
	420人（延べ）
	4人（延べ）


※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で多くの派遣が中止となった。
(6)　府民スポーツ・レクリエーション事業の実施

府民の誰もが、生涯を通じて、いつでも、どこでも、気軽にスポーツに親しみ、楽しむことによって、健康でゆとりや潤いを実感することができる豊かな社会を実現するため、府内全域においてスポーツ・レクリエーション活動を紹介し、実践する場を提供した。

※主催：府民スポーツ・レクリエーション組織委員会

構成団体･･･大阪府、大阪府教育委員会、府内市町村、府内市町村教育委員会、(公財)大阪府レクリエーション協会、(公財)大阪府スポーツ協会、大阪地域（三島・北河内・南河内・泉北）生涯スポーツ推進協議会、大阪府スポーツ推進委員協議会、大阪府障がい者スポーツ協会、大阪府体育連合、大阪高等学校体育連盟、大阪中学校体育連盟、大阪実業団体育協会、大阪府スポーツ少年団本部）
	区　　　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	6,096千円
	6,005千円
	1,400千円

	決　算　額
	5,250千円
	5,000千円
	306千円


	  事　業　項　目
	事　業　内　容

	発表交流会
	内容：○(公財)大阪府レクリエーション協会加盟団体、その他参加

希望団体による演技発表会と参加者全員による総おどり

○スポーツ・レクリエーション種目紹介、一般参加型体験コ

ーナー

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止

	生涯現役スポーツ賞
	概要：長年にわたり、スポーツ・レクリエーション活動に親しむとともに、その普及振興を図り、健康で豊かな生涯スポーツ社会づくりに功績のある個人又は団体に対し贈呈

受賞：金賞22名、銀賞65名、団体賞14名

金　賞…年齢が80歳以上で活動歴が50年以上の個人

銀　賞…年齢が65歳以上で活動歴が20年以上の個人

団体賞…活動歴が40年以上で5人以上の会員を有する団体
※新型コロナウイルス感染症の影響で贈呈式の開催を中止

	スポーツ体験会
	概要：専門家の指導を受けながら、車いすバスケットボールやボッチャなど気軽に取り組める運動を体験する。併せて体力測定会も実施

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止

	体力測定会
	概要：各種イベントやスポーツ観戦等の来場者を対象に体力測定を行い、データに基づく運動指導を実施

開催日：12月12日（土）イオンモール鶴見緑地
※当初非接触型の種目変更等で６回実施予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により１回のみ実施

	共催及び後援する

スポーツ大会
	概要：令和２年９月～12月を中心に、府内で開催されるスポーツ大会を共催
※当初20大会と共催予定であったが、新型コロナウイルスの影響で４大会のみ共催


(7)　総合型地域スポーツクラブ活動促進事業

府内市町村の総合型地域スポーツクラブ育成を促進するため、クラブの創設や運営段階における支援を実施した。

府内の総合型地域スポーツクラブの状況（令和３年３月現在）

クラブ数：66、計31市町
	事　業　項　目
	事　業　内　容

	訪問指導等
	総合型クラブ創設・活動に関する指導、助言、各市町村(地域)の状況に応じた巡回指導等

巡回訪問指導：2回
※新型コロナウイルス感染症の影響で訪問指導の機会が減少

	クラブ交流大会の開催
	総合型クラブフェスタ（府内総合型地域スポーツクラブ交流会）の開催

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止


３　大規模スポーツイベント事業

(1)　大阪マラソン

平成２年11月に開催を予定していた大阪マラソンは、新型コロナウイルス感染症の影響により中止した。
また、コロナ禍においても、多くの人が走ることを楽しめるよう、「大阪マラソン2020 VIRTUAL」及び「大阪マラソン ROAD to NEXT」を実施した。
	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	115,000千円
	90,000千円
	75,000千円

	決算額
	115,000千円
	90,000千円
	65,204千円


	年　　　度
	事　業　内　容

	令和２年度
	大阪マラソンを楽しみにしていたランナーなどに向けて、「大阪マラソンランニングイベント」として、次の事業を実施した。

【大阪マラソン2020 VIRTUAL】
スマートフォンアプリを活用し、大阪マラソンのコースを疑似体験できるイベントを実施。

・開催日　12月5日（土）～12月20日（日）

【大阪マラソン ROAD to NEXT】
大阪マラソンの機運醸成を図るため、「ランニング＆ミュージック」をテーマにＦＭラジオの番組を通じて、大阪マラソンの魅力を発信。
・開催日　2月27日（土）、3月6日（土）、3月13日（土）、3月20日（土）


(2)　 オリンピック・パラリンピック等スポーツ機運醸成事業
①　東京オリンピック・パラリンピック等事前キャンプ誘致事業

平成28年度に制作したパンフレット（日本語版、英語版）などを活用してＰＲ活動を実施するとともに、事前キャンプ誘致やホストタウン登録を希望する市町村の取り組みを支援することで、東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運醸成を図った。
	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	200千円
	188千円
	192千円

	決算額
	104千円
	 51千円
	 0千円


②　新型コロナウイルス感染症対策基金の運営【創設年月日：令和3年3月29日（大阪府ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金条例）】
東京オリンピック・パラリンピック競技大会の安全・安心な運営を確保するため、ホストタウン及び事前キャンプ地を有する府内市町村を支援するため、海外選手団等の受け入れに際して、国の交付金である「ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策交付金」を財源として、新型コロナウイルス感染症対策に必要な費用について、「大阪府ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金」の造成を図った。
　基金の造成・運用状況
	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	積立額
	―
	―
	143,557千円

	基金総額
	―
	―
	143,557千円


③　オリンピアン・パラリンピアン派遣事業

府内小学校等にオリンピアン・パラリンピアンを派遣し、直接的なふれあいを通じて、スポーツの素晴らしさや感動を伝えるとともに、オリンピック憲章やスポーツマンシップについての講話を行い「オリンピック・パラリンピック教育」を推進することで、東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運醸成との相乗効果を図った。

	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	920千円
	928千円
	926千円

	決算額
	513千円
	614千円
	546千円


 (3)　オリンピック・パラリンピック支援事業（聖火リレー支援協力事業）
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が１年延期されたことに伴い、オリンピック聖火リレー、パラリンピック聖火フェスティバルを１年延期で実施することとなった。

①　オリンピック聖火リレー支援協力事業
東京2020組織委員会が府内で実施する聖火リレーの支援協力のため、「大阪府実行委員会」を設立し、市町村の協力のもと、聖火リレールート及びセレブレーション会場の調整など、聖火リレーの準備を進めた。
②　パラリンピック聖火リレー支援協力事業
東京2020組織委員会が実施する聖火リレーの支援協力のため、府内で実施するパラリンピック聖火フェスティバルの実施に向け、市町村の協力のもと、採火（式）及び集火式、出立式の調整等の準備を進めた。
	区　分
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予算額
	287千円
	5,185千円
	1,011千円

	決算額
	  272千円
	3,493千円
	769千円


(4)　ワールドマスターズゲームズ2021関西開催準備

ワールドマスターズゲームズ2021関西の開催においても、１年延期されることとなり、大会開催に向けた準備を進めた。
（主な取組み）

公益財団法人ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会へ府職員3名を派遣
（平成28年7月、平成30年4月、令和2年4月に１名、それぞれ継続）
(5)　【新規】スポーツツーリズム創出事業

大阪を訪れる国内外の観光客に対し、都市魅力の一つである大阪のスポーツを広く周知し、試合観戦やスポーツ体験の機会を提供するコンテンツを掲載することで、スポーツツーリズムに繋げていくためのホームページを設置した。

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	―
	―
	5,500千円

	決　算　額
	―
	―
	5,394千円


(6)　【新規】大阪スポーツ元気プロジェクト事業

新型コロナウイルスと共存しながら、運動する機会の創出や観戦機会の提供などスポーツ活動の回復に取り組むとともに、大阪のプロスポーツチーム等を通じてスポーツの魅力発信するため、「大阪スポーツ元気プロジェクト事業」を実施した。

	年　　　度
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	予　算　額
	―
	―
	50,000千円

	決　算　額
	―
	―
	46,824千円
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